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７
月
１２
日
以
降
の
集
団

接
種
を
予
約
済
み
の
約
６

１
０
０
人
を
対
象
に
、
市

が
日
時
を
指
定
し
て
郵
便

で
通
知
す
る
。
通
知
さ
れ

た
大
規
模
接
種
へ
の
振
り

替
え
を
希
望
す
る
場
合
は

手
続
き
不
要
で
、
大
規
模

接
種
会
場
で
１
回
目
の
接

種
を
終
え
た
時
点
で
元
々

の
予
約
枠
は
自
動
的
に
キ

ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
。
一

方
、
元
々
の
予
約
枠
で
の

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話

し
、「
現
在
の
予
約
の
ま

ま
を
希
望
」
と
連
絡
す
れ

ば
よ
い
。
大
規
模
接
種
会

場
と
他
の
接
種
会
場
の
併

用
は
で
き
な
い
。

　
大
規
模
接
種
会
場
は
同

大
学
２
号
館
学
生
ホ
ー
ル

で
午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
５
時
に
開
設
。

赤
穂
市
民
病
院
、
赤
穂
中

央
病
院
、赤
穂
市
医
師
会
、

関
西
福
祉
大
学
か
ら
派
遣

さ
れ
た
医
師
、
看
護
師
で

新
型
コ
ロ
ナ

赤
穂
市
で
の
感
染

２
６
１
人
に
１
人

　
兵
庫
県
は
１５
日
、
県
内

市
町
別
の
累
計
感
染
者
数

を
更
新
し
た
。
赤
穂
市
の

累
計
は
前
回
発
表
（
５
月

２６
日
時
点
）
か
ら
９
人
増

え
て
１
７
７
人
と
な
っ

た
。

　
相
生
市
は
８８
人
（
１５
人

増
）、
上
郡
町
は
３９
人

（
１
人
増
）。
赤
穂
健
康

福
祉
事
務
所
管
内
全
体
で

は
３
０
４
人
と
な
っ
た
。

各
市
町
の
直
近
の
人
口
で

は
、
赤
穂
市
は
２
６
１
人

に
１
人
、
相
生
市
は
３
２

５
人
に
１
人
、
上
郡
町
は

３
７
０
人
に
１
人
が
新
型

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
計
算

に
な
る
。
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６５
歳
以
上
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

市
独
自
で
大
規
模
接
種

市
独
自
で
大
規
模
接
種

２６
日
か
ら
関
西
福
祉
大
学
で

　
１
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
日
を
７
月

１２
日
以
降
に
予
約
し
て
い

る
６５
歳
以
上
高
齢
者
に
、

よ
り
早
期
の
接
種
機
会
を

提
供
し
よ
う
と
赤
穂
市
が

独
自
に
実
施
す
る
大
規
模

接
種
が
６
月
２６
日（
土
）か

ら
関
西
福
祉
大
学
で
実
施

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
個
別
接
種
に
つ
い
て

も
「
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
医
療
機
関
を
医
師
会
を

通
じ
て
取
り
ま
と
め
中
」

と
し
て
い
る
。

　
市
に
よ
る
と
、
１
回
目

の
接
種
枠
と
し
て
▽
６
月

２６
日（
土
）▽
２７
日（
日
）▽

７
月
３
日（
土
）
▽
４
日

（
日
）▽
１０
日（
土
）▽
１１
日

（
日
）の
６
日
間
で
約
６
８

０
０
回
分
を
用
意
。
各
日

程
の
３
週
間
後
に
２
回
目

の
接
種
枠
を
同
数
設
け
た

（
会
場
の
都
合
に
よ
り
７

月
２４
日
、
２５
日
は
赤
穂
市

文
化
会
館
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
で
実
施
）。

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　溝田･ワクチン接種担当部長

６
つ
の
接
種
レ
ー
ン
を
設

け
、
集
団
接
種
会
場
と
同

じ
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク

チ
ン
を
一
日
最
大
１
１
３

４
人
に
接
種
す
る
。
１
レ

ー
ン
１
時
間
あ
た
り
の
接

種
人
数
は
２７
人
で
、「
安

全
性
を
考
慮
し
た
無
理
の

な
い
人
数
」（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
策
室
）
と
い
う
。

　
市
は
今
週
中
に
対
象
者

に
向
け
て
大
規
模
接
種
に

関
す
る
通
知
を
発
送
。

「
２１
日（
月
）の
夜
に
な
っ

て
も
通
知
が
届
か
な
い
場

合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
」
と
し
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
、
予
約
の

変
更
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
・
７
０
４
・

７
０
７
（
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）。
聴
覚
に
障
が

い
の
あ
る
人
は
フ
ァ
ク
ス

０
７
９
・
２
２
６
・
２
０

８
７
。

　
赤
穂
市
で
は
５
月
末
時

点
で
１
万
２
６
５
３
人
が

接
種
を
予
約
。
こ
の
う
ち

７
月
末
ま
で
に
２
回
接
種

で
き
る
の
は
約
６
８
０
０

人
で
、
対
象
世
代
全
体
の

約
４５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
西
播
磨
の
他
市
町
は

同
時
期
に
少
な
く
と
も
８０

％
に
達
す
る
見
込
み
の

中
、
市
民
か
ら
予
約
枠
追

加
や
個
別
接
種
の
導
入
を

望
む
声
が
多
数
出
て
い
た

が
、
市
は
今
月
９
日
の
時

点
で
赤
穂
民
報
の
取
材

に
、「
す
で
に
予
約
し
た

人
に
対
し
て
不
公
平
に
な

る
」「
６５
歳
以
上
に
つ
い

て
は
、
当
初
か
ら
集
団
接

種
で
実
施
す
る
方
針
で
進

め
て
お
り
、
今
か
ら
方
針

転
換
す
る
の
は
難
し
い
」

な
ど
と
難
色
を
示
し
て
い

た
。

　
方
針
を
転
換
し
た
理
由

に
つ
い
て
、
牟
礼
正
稔
市

長
は
「
市
民
か
ら
『
お
盆

の
帰
省
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
ま
だ
な
の
で
あ
き
ら
め

る
し
か
な
い
』
と
い
っ
た

声
を
聞
き
、
や
は
り
接
種

の
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
る
必

要
が
あ
る
と
。
議
会
か
ら

も
要
望
を
受
け
た
」
と
説

明
。「
全
庁
的
に
パ
イ
プ

を
太
く
し
て
取
り
組
む
。

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対

す
る
接
種
が
７
月
末
に
終

了
で
き
る
よ
う
鋭
意
取
り

組
む
と
と
も
に
、
６４
歳
以

下
の
方
々
に
つ
い
て
も
安

心
・
安
全
か
つ
円
滑
に
接

種
を
行
え
る
よ
う
、
市
を

挙
げ
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
し
た
。

　
６４
歳
以
下
へ
の
接
種
券

送
付
に
つ
い
て
は
、
市
は

「
７
月
上
旬
か
ら
中
旬
の

発
送
を
目
標
」
に
準
備

中
。
１７
日
時
点
で
「
接
種

券
に
印
字
す
る
氏
名
や
住

所
の
異
体
字
の
変
換
確
認

に
時
間
を
要
し
て
い
る
」

と
話
し
て
い
る
。

迅
速
な
接
種
へ

対
策
本
部
設
置

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
向
上

や
迅
速
な
対
応
を
図
る
た

め
に
全
庁
的
な
体
制
を
確

立
し
よ
う
と
、
赤
穂
市
は

１４
日
、
藤
本
大
祐
副
市
長

を
本
部
長
と
す
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
策
本
部
の
設
置

を
発
表
し
た
。
設
置
は
１５

日
付
け
。

　
発
表
に
よ
る
と
、
副
本

部
長
に
市
民
病
院
事
務
局

長
と
新
た
に
配
属
す
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
担
当
部
長
を

充
て
、
本
部
員
と
し
て
市

長
公
室
長
、
総
務
部
長
、

企
画
政
策
課
長
、
市
民
病

院
医
療
課
長
、
保
健
セ
ン

タ
ー
所
長
で
構
成
。
こ
れ

ま
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
計

画
を
担
っ
て
き
た
対
策
室

が
事
務
局
を
務
め
る
。

市
議
会

２３
日
か
ら

一
般
質
問

　
赤
穂
市
議
会
は
第
２
回

定
例
会
の
一
般
質
問
を
６

月
２３
日（
水
）と
２４
日（
木
）

に
行
う
。

　
１０
議
員
が
質
問
に
立

ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
、
新
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
整
備
な
ど
に
つ
い

て
当
局
の
方
針
や
考
え
を

質
す
。
両
日
と
も
午
前
９

時
半
開
会
。

赤
穂
の
景
気
動
向
調
査

３
期
連
続
で
回
復
傾
向

足
元
は
依
然
厳
し
く

品
川
リ
フ
ラ
赤
穂
製
造
部

新
プ
ラ
ン
ト
建
設
計
画

備
前
の
２
拠
点
を
集
約

　
赤
穂
商
工
会
議
所
が
四

半
期
ご
と
に
実
施
す
る
景

気
動
向
調
査
の
２
０
２
１

年
１
〜
３
月
期
の
結
果
が

こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
、
売

上
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス
７７
・

１
な
が
ら
３
期
連
続
で
回

復
し
た
。
先
行
き
見
通
し

（
同
４
〜
６
月
期
）
は
景

気
回
復
を
見
込
ん
で
３９
・

８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
マ

イ
ナ
ス
３７
・
３
に
回
復
し

た
が
、
実
際
は
緊
急
事
態

宣
言
の
発
令
が
重
な
り
、

足
元
で
は
見
通
し
を
下
回

る
可
能
性
が
高
い
。

　
市
内
１
１
９
事
業
所
を

対
象
に
売
上
動
向
を
調

査
。「
増
加
・
好
転
」
と

回
答
し
た
割
合
か
ら
「
減

少
・
悪
化
」
と
答
え
た
割

合
を
引
い
た
数
値
が
売
上

Ｄ
Ｉ
と
な
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
最
初
の
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
た
２
０
２

０
年
４
〜
６
月
期
に
過
去

最
悪
の
マ
イ
ナ
ス
１
０
９

・
３
を
記
録
。
そ
の
後
は

回
復
傾
向
に
あ
り
、
今
回

の
数
値
は
１
年
前
（
マ
イ

ナ
ス
７９
・
５
）
の
水
準
に

戻
っ
た
。

　
産
業
別
で
は
、
製
造

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
卸
売

業
、
不
動
産
・
運
輸
業
が

前
期
よ
り
改
善
し
た
一

方
、
建
設
業
と
小
売
業
は

悪
化
し
た
。

　
工
業
用
耐
火
物
メ
ー
カ

ー
の
品
川
リ
フ
ラ
ク
ト
リ

ー
ズ
（
本
社
・
東
京
都
千

代
田
区
、
岡
弘
社
長
）
は

１６
日
、
２
０
２
３
年
度
ま

で
に
中
広
東
沖
の
西
日
本

工
場
赤
穂
製
造
部
に
最
新

鋭
プ
ラ
ン
ト
を
新
設
す
る

な
ど
し
て
、
備
前
市
内
２

か
所
の
製
造
拠
点
を
赤
穂

に
集
約
す
る
計
画
を
発
表

し
た
。

　
発
表
に
よ
る
と
、
赤
穂

第
二
工
場
に
新
た
に
製
造

ラ
イ
ン
を
整
備
し
、
連
結

子
会
社
の
帝
国
窯
業
（
備

前
市
）
の
不
定
形
耐
火
物

製
造
を
統
合
。
日
生
製
造

部
で
行
っ
て
い
る
塩
基
性

製
品
の
製
造
は
赤
穂
第
一

工
場
の
既
設
プ
ラ
ン
ト
に

移
管
す
る
。

　
新
設
す
る
製
造
ラ
イ
ン

は
大
幅
な
自
動
化
を
図

り
、
生
産
能
力
は
現
行
の

約
２
倍
と
な
る
月
間
５
０

０
０
㌧
に
引
き
上
が
る
見

通
し
。
今
年
９
月
末
ま
で

に
着
工
し
、
２
０
２
４
年

３
月
末
ま
で
の
完
成
を
予

定
し
て
い
る
。
総
投
資
額

は
３７
億
円
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は

同
社
が
第
５
次
中
期
経
営

計
画
に
掲
げ
る
「
競
争
力

強
化
の
た
め
の
生
産
体
制

の
最
適
化
」
の
一
環
。
集

約
に
よ
り
、「
赤
穂
製
造

部
は
西
日
本
に
お
け
る
不

定
形
耐
火
物
製
造
の
専
門

工
場
と
な
る
」
と
い
う
。

　
集
約
に
伴
う
同
社
社
員

の
異
動
や
人
員
整
理
、
新

規
雇
用
は
発
生
し
な
い
見

通
し
。（
写
真
は
新
プ
ラ

ン
ト
の
建
設
へ
向
け
て
建

屋
の
改
修
が
す
で
に
始
ま

っ
て
い
る
品
川
リ
フ
ラ
ク

ト
リ
ー
ズ
赤
穂
製
造
部
）

　
市
町
別
の
患
者
数
に
つ

い
て
県
は
「
県
内
の
感
染

状
況
を
正
し
く
県
民
に
伝

え
る
こ
と
を
目
的
」
と
し

て
毎
月
１５
日
と
月
末
に
集

計
を
公
表
し
て
い
る
。
死

者
数
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
や
遺
族
感
情
へ

の
配
慮
な
ど
を
理
由
に
市

町
別
人
数
は
明
ら
か
に
せ

ず
、
県
内
合
計
人
数
を
日

々
公
表
。
県
内
の
新
型
コ

ロ
ナ
死
者
数
（
６
月
１４
日

時
点
）
は
１
２
５
９
人
と

な
っ
て
い
る
。
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コ
ン
セ
ル・ヌ
ー
ボ

２
年
ぶ
り
に

定
期
演
奏
会

　

赤
穂
演
奏
家
協
会
「
コ

ン
セ
ル
・
ヌ
ー
ボ
」
は
第

３７
回
定
期
演
奏
会
を
６
月

２０
日（
日
）、
中
広
の
赤
穂

市
文
化
会
館
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
開
く
。

　

赤
穂
市
内
在
住
、
出
身

の
音
楽
大
学
卒
業
者
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
。
声
楽
、

ピ
ア
ノ
な
ど
客
演
を
含
め

１０
人
が
出
演
す
る
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
と
な
り
、
２
年
ぶ
り
の

開
催
。「
今
年
も
緊
急
事

態
宣
言
が
延
長
さ
れ
、
中

止
や
延
期
と
い
う
選
択
肢

も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

ま
ま
止
ま
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
く
、
少
し
で
も
前

に
進
み
、
来
年
に
繋
い
で

い
こ
う
と
い
う
思
い
で
開

催
を
決
め
ま
し
た
」
と
代

表
の
小
川
真
澄
さ
ん
＝
農

神
町
＝
。「
演
奏
す
る
私

た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
演

奏
を
聴
き
に
来
て
く
だ
さ

る
方
に
も
元
気
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

る
。

　

当
日
は
来
場
者
に
検
温

と
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
着

用
の
ほ
か
、
チ
ケ
ッ
ト
半

券
に
連
絡
先
の
記
入
を
求

め
る
な
ど
感
染
拡
大
防
止

対
策
を
強
化
す
る
。

　

大
ホ
ー
ル
で
午
後
２
時

開
演
。
全
席
自
由
１
２
０

０
円
（
前

売
１
０
０
０

円
）。
☎
４３
・
７
４
４
６

（
小
川
代
表
）。

　

出
演
は
次
の
み
な
さ

ん
。
敬
称
略
。

　

▽
声
楽
＝
小
川
真
澄
、

西
林
佳
弥
、
家
根
侑
里
▽

ピ
ア
ノ
＝
清
水
紀
代
、
備

後
由
起
子
、
和
田
晶
、
誉

田
真
弓
、
吉
原
佑
香
、
上

荷
弘
美
▽
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

＝
中
岡
泰
真

　

富
原
地
区
の
水
害
防
止

に
役
立
て
よ
う
と
赤
穂
市

は
、
１
分
間
で
３０
㌧
分
の

排
水
能
力
を
持
つ
ポ
ン
プ

車
１
台
を
こ
の
ほ
ど
新
規

導
入
し
た
。
富
原
排
水
機

場
の
処
理
能
力
（
毎
分
１３

㌧
）
を
超
え
る
雨
が
降
っ

た
場
合
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

と
し
て
活
用
す
る
。

　

８
㌧
ト
ラ
ッ
ク
に
発
電

機
と
水
中
ポ
ン
プ
（
毎
分

７
・
５
㌧
）
を
４
基
搭

載
。
一
般
的
な
消
防
ポ
ン

プ
車
の
１３
倍
の
排
水
能
力

を
有
す
る
。
燃
料
タ
ン
ク

（
３
５
０
㍑
）
が
満
タ
ン

の
状
態
で
約
１３
時
間
運
転

で
き
、
さ
ら
に
給
油
に
よ

り
最
長
４８
時
間
連
続
で
運

転
で
き
る
。
夜
間
で
も
操

作
し
や
す
い
よ
う
に
照
明

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
・
２
８
６
８
４

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
２
０
３
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
２
４
１
０
円

ノ
ー
ト
級
６
０
７
１
０
円

セ
レ
ナ
級
６
８
９
１
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
２
０
３
０
円

１
㌧
未
満
５
２
４
１
０
円

１．５
㌧
未
満
６
０
６
１
０
円

２
㌧
未
満
６
８
９
１
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６４
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

・
オ
イ
ル
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》に
、あ
な

た
の
夢
を
か
た
ち
に
し
ま

す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」若

草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
大
変
お
得
な
カ
ー
ド

会
員
募
集
※
価
格
は
税
込

＝
年
会
費
５
５
０
円
○
一

般
価
格
４
９
５
円
（
ド
ラ

イ
物
の
み
、
特
殊
品
は
除

く
）
→
会
員
価
格
３
８
５

円
。「
㈲
パ
リ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」
加
里
屋
☎
４３
・

３
９
３
３

　

▼
貴
金
属
を
高
価
買
取

り
致
し
ま
す
＝
金
、プ
ラ

チ
ナ
指
輪
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

鑑
定
査
定
は
無
料
で
す
。

石
取
れ
、
切
れ
て
い
て
も

結
構
で
す
。
必
要
の
品
は

質
預
か
り
で
お
金
を
借
り

入
れ
も
で
き
ま
す
。「
安
則

商
店
」☎
４３
・
４
７
４
５

　

▼
不
用
品
の
処
分
は
お

ま
か
せ
く
だ
さ
い
＝
家
電

製
品
・
大
き
な
家
具
・
重
量

物
・
洗
面
台
・
物
置
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
な
ど
。上

階
か
ら
の
搬
出
も
Ｏ
Ｋ
。

見
積
無
料
。只
今
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施
中
。お
見
積

り
の
方
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン

ト
。お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。「
㈱
横
山
サ
ポ
ー

ト
テ
ッ
ク
」中
広
１
３
７

０
の
1
☎
４３
・
５
３
２
８

　

▼
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
備
長
炭
、

オ
ガ
タ
ン
お
す
す
め
で
す

＝
オ
ガ
タ
ン
は
安
価
で
火

力
も
あ
り
、弾
き
ま
せ
ん
。

備
長
炭
は
炭
の
王
様
。味

良
し
、火
持
ち
良
し
。「
備

長
炭
の
か
わ
ば
た
」加
里

屋
２
１
２
２
の
６
（
お
城

通
り
）☎
４３
・
６
１
２
５

　

▼
6
月
21
日
〜
6
月
30

日
の
期
間
限
定
＝
お
一
人

様
一
杯
ド
リ
ン
ク
無
料
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
！　

自
粛
生

活
が
続
き
外
食
も
な
か
な

か
出
来
な
い
昨
今
、お
世

話
に
な
っ
て
い
る
皆
様
へ

お
得
な
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
す
。店
内
で
お
食
事

さ
れ
る
方
限
定
で
、一
人

一
杯
ず
つ
お
好
き
な
ド
リ

ン
ク
を
無
料
で
提
供
致
し

ま
す（
何
点
か
対
象
外
と

な
る
ド
リ
ン
ク
も
あ
り
ま

す
）。ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
カ

ク
テ
ル
も
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
少
し
リ
ッ
チ

な
気
分
の
夕
食
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？　
「
赤
穂

や
」木
津
☎
46
・
８
２
６
６

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
今
植
え
て
秋

ま
で
収
穫
で
き
る『
秋
ど

り
野
菜
苗
』が
入
荷
し
ま

し
た
。ト
マ
ト
、ミ
ニ
ト
マ

ト
、ナ
ス
、キ
ュ
ウ
リ
等
。

オ
ク
ラ
、枝
豆
等
の
苗
も

ま
だ
あ
り
ま
す
ヨ
。ひ
と

ま
わ
り
大
き
く
育
て
た
大

株
野
菜
苗
も
好
評
で
す
。

明
日
は
父
の
日
、感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、お
花

や
観
葉
植
物
、多
肉
植
物

や
サ
ボ
テ
ン
な
ど
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
み
て
は
い
か
が

？　

多
肉
植
物
は
ミ
ニ
寄

せ
植
え
も
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。植
物
好
き
な
お
父

さ
ん
な
ら
き
っ
と
喜
ば
れ

ま
す
ヨ
。真
夏
も
元
気
に

咲
く
お
花
が
い
ろ
い
ろ
揃

っ
て
い
ま
す
。一
輪
の
花

が
３
〜
４
日
咲
き
つ
づ

け
る
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
ハ
イ

ビ
ス
カ
ス
や
ガ
ー
デ
ン
ブ

ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
、鮮
や
か

な
デ
プ
ラ
デ
ニ
ア
や
ア
ン

ゲ
ロ
ニ
ア
、ユ
ー
フ
ォ
ル

ビ
ア
、ケ
イ
ト
ウ
等
。宿
根

草
も
た
く
さ
ん
揃
っ
て
い

ま
す
。コ
レ
オ
プ
シ
ス
、タ

イ
タ
ン
ビ
カ
ス
、エ
キ
ナ

セ
ア
、ギ
ボ
シ
、カ
ン
パ
ニ

ュ
ラ
等
、ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
ね
。お
し

ゃ
れ
な
小
鉢
や
ブ
リ
キ
の

器
等
も
人
気
で
す
。入
荷

の
お
知
ら
せ
は
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
を
見
て
ね
。２４
日（
木
）

は
定
休
日
で
す
。「
㈲
米
口

グ
リ
ー
ン
ナ
ー
セ
リ
ー
」

木
津
☎
４６
・
８
０
０
１

　

▼
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

パ
ー
ト・
バ
イ
ト
募
集
＝

8
時
〜
１９
時
の
間
で
応
相

談
。土
・
祝
の
み
も
可
。学

生
可
。時
給
９
０
０
円
〜
。

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ

い
。「
㈲
小
林
石
油
店
赤
穂

西
Ｓ
Ｓ
」新
田
☎
４２
・
０
３

２
１（
小
林
・
西
岡
）

　

▼
お
好
み
焼「
か
ご
飲

食
店
」＝
調
理
補
助
、軽
作

業
。木
・
金
・
土
の
１８
時
３０

分
〜
２１
時
３０
分
。時
給
９

０
０
円
。週
３
日
〜
。中
広

☎
４２
・
３
５
１
２

　

▼
婚
活
＝
結
婚
前
提
と

し
た
交
流
会
。
６
月
２６
日

（
土
）Ｐ
Ｍ
１
時
〜
４
時

『
カ
フ
ェ
ド
リ
ー
フ
』（
長

池
町
）。参
加
費
２
千
円

（
お
茶
代
含
む
）。要
予
約
。

☎
０
９
０
・
６
６
６
８
・
０

３
２
８（
世
話
人
・
秋
田
）

　

▼
キ
ャ
ン
バ
ス
の
会
ギ

ャ
ラ
リ
ー
展
＝
６
月
１９
日

（
土
）
〜
３０
日（
水
）、Ｊ
Ｒ

播
州
赤
穂
駅
２
階
ウ
イ
ン

ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。会
員
１４

人
が
出
品
し
ま
す
。☎
０

９
０
・
１
８
９
１
・
５
８
９

３（
政
家
）

　

▼「
友
愛
供
養
」ペ
ッ
ト

供
養
＝
大
切
な
小
さ
な
家

族
の
為
に
ご
供
養
致
し
ま

す
。「
花
岳
寺
」☎
４２
・
２
０

６
８ 

〈
Ｈ
Ｐ
〉 https:

//kagakuji.jp

　

▽
２０
日
＝
秋
山
成
長
ク

リ
ニ
ッ
ク（
加
里
屋
２
９

０
の
１０
）☎
４６
・
４
１
１
５
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装
置
を
備
え
て
い
る
。

　

市
に
よ
る
と
、
富
原
地

区
で
は
２
０
１
８
年
７
月

の
西
日
本
豪
雨
で
排
水
機

場
の
内
水
処
理
が
追
い
つ

か
ず
市
道
が
冠
水
。
地
域

住
民
か
ら
能
力
向
上
の
要

望
が
出
て
い
た
。
施
設
改

善
に
適
用
で
き
る
国
の
補

助
金
メ
ニ
ュ
ー
が
な
か
っ

た
た
め
、
代
替
措
置
と
し

て
４
４
０
０
万
円
か
け
て

排
水
ポ
ン
プ
車
を
導
入
。

「
西
播
磨
の
自
治
体
で
は

初
め
て
」
と
い
う
。

　

中
広
の
土
木
詰
所
に
保

管
し
、
富
原
橋
の
水
位
が

「
水
防
団
待
機
水
位
」
に

達
し
た
場
合
に
委
託
業
者

が
出
動
さ
せ
、
市
職
員
と

消
防
団
（
第
１１
分
団
）
が

協
力
し
て
稼
働
す
る
。
市

は
「
排
水
機
場
の
能
力
を

超
え
る
雨
が
降
っ
て
い
る

場
合
に
は
早
め
に
出
動
さ

せ
た
い
」（
農
林
水
産
課
）

と
し
、「
災
害
が
な
い
の

が
一
番
だ
が
、
非
常
時
に

は
率
先
し
て
活
用
す
る
」

と
話
し
て
い
る
。（
写
真

は
赤
穂
市
が
新
た
に
導
入

し
た
排
水
ポ
ン
プ
車
）

絵
画
を
楽
し
む
会

市
立
図
書
館
で

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

絵
画
サ
ー
ク
ル
「
赤
穂

絵
画
を
楽
し
む
会
」（
馬

場
清
幸
会
長
）
の
第
１１
回

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
が
中
広
の

赤
穂
市
立
図
書
館
で
６
月

２０
日（
日
）ま
で
開
か
れ
て

い
る
。

　

「
人
物
」
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
テ
ー
マ
作
品
と
自

由
作
品
の
計
約
６０
点
。
出

品
者
は
次
の
み
な
さ
ん
。

敬
称
略
。

　

▽
大
頭
香
代
子
▽
清
水

美
栄
子
▽
苔
縄
恭
子
▽
目

木
ま
ゆ
み
▽
田
嶋
有
▽
西

川
美
穂
子
▽
山
本
由
布
子

▽
松
本
絹
代
▽
大
嶋
健
彦

▽
籠
正
勝
▽
立
松
英
則
▽

小
林
章
子
▽
溝
口
記
久
生

▽
馬
場
清
幸
▽
千
崎
勝
廣

（
賛
助
出
品
）

容
疑
を
認
め
て
い
る
と
い

う
。

　

逮
捕
容
疑
は
、
同
日
午

前
０
時
３５
分
ご
ろ
、
赤
穂

市
坂
越
の
神
社
境
内
で
、

さ
い
銭
箱
か
ら
金
を
盗
も

う
と
し
た
が
未
遂
に
終
わ

っ
た
も
の
。

　

同
署
に
よ
る
と
、
同
神

社
で
は
５
月
末
ご
ろ
か

ら
、
さ
い
銭
が
盗
ま
れ
る

被
害
が
複
数
回
あ
り
、
警

察
官
が
張
り
込
み
を
続
け

て
い
た
。

自
転
車
下
校
中

ダ
ン
プ
と
衝
突

中
１
生
が
足
首
骨
折

　

６
月
１４
日
午
後
２
時
５５

分
ご
ろ
、
赤
穂
市
高
雄
の

県
道
赤
穂
佐
伯
線
で
、
同

市
内
の
中
学
１
年
の
女
子

生
徒（
１３
）が
運
転
す
る
自

転
車
が
大
型
ダ
ン
プ
と
衝

突
す
る
事
故
が
あ
っ
た
。

　

赤
穂
署
に
よ
る
と
、
女

子
生
徒
は
右
足
首
を
骨
折

す
る
重
傷
で
救
急
搬
送
さ

れ
た
が
、
命
に
別
状
は
な

い
と
い
う
。
一
緒
に
下
校

中
だ
っ
た
友
人
ら
や
大
型

ダ
ン
プ
を
運
転
し
て
い
た

相
生
市
の
会
社
員
男
性

（
５４
）の
話
で
は
、
進
行
方

向
に
向
か
っ
て
右
側
の
歩

道
を
走
行
し
て
い
た
女
子

生
徒
が
車
道
側
に
転
倒

し
、
前
か
ら
走
っ
て
き
た

ダ
ン
プ
の
左
側
面
に
ぶ
つ

か
っ
た
と
い
う
。

　

同
署
は
女
子
生
徒
が
何

ら
か
の
原
因
で
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
た
可
能
性
が
あ
る

と
み
て
原
因
を
調
べ
て
い

る
。

優
良
運
転
者
表
彰

受
賞
申
請
受
付
中

　

赤
穂
交
通
安
全
協
会
は

優
良
運
転
者
表
彰
の
受
賞

申
請
を
受
け
付
け
て
い

る
。

　

過
去
５
年
以
上
無
事
故

無
違
反
な
ど
申
請
条
件
を

満
た
す
交
通
安
全
協
会
員

を
対
象
。
申
請
用
紙
に
無

事
故
・
無
違
反
の
記
録
証

明
書
を
添
付
し
て
６
月
３０

日（
水
）ま
で
に
申
し
込
め

ば
よ
い
。
用
紙
は
同
協
会

事
務
局
（
☎
４５
・
１
０
９

５
）
に
あ
る
。

　

自
家
用
車
の
場
合
の
各

賞
表
彰
規
定
は
次
の
と
お

り
。
か
っ
こ
内
は
営
業

用
、
原
付
バ
イ
ク
。

　

▽
金
賞
＝
運
転
年
数
２０

年（
１５
年
、３０
年
）で
銀
賞

受
賞
後
３
年
以
上
▽
銀
賞

＝
運
転
年
数
１５
年
（
１０

年
、２０
年
）で
銅
賞
受
賞
後

３
年
以
上
▽
銅
賞
＝
運
転

年
数
８
年（
５
年
、１０
年
）

さ
い
銭
窃
盗
未
遂

容
疑
で
男
を
逮
捕

　

さ
い
銭
を
盗
も
う
と
し

た
と
し
て
、
赤
穂
署
は
６

月
１４
日
、
住
所
不
定
無
職

の
男（
３１
）を
窃
盗
未
遂
容

疑
で
現
行
犯
逮
捕
し
た
。

　

御
崎
の
赤
穂
市
立
美
術

工
芸
館
・
田
淵
記
念
館

で
、
特
集
展
示
「
赤
穂
ゆ

か
り
の
画
家
た
ち
が
描
い

た
線
画
と
版
画
」
が
開
か

れ
て
い
る
。
６
月
２８
日

（
月
）ま
で
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
公
募
展

「
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン

ヌ
」
で
入
選
し
た
洋
画
家

の
中
村
義
夫
（
１
８
８
９

―
１
９
５
７
）、
パ
ス
テ

ル
を
中
心
に
市
内
の
風
景

を
多
く
描
い
た
米
谷
朝
五

郎
（
１
９
２
１
―
２
０
１

２
）、
版
画
家
の
小
畑
勉

（
１
９
３
６
―
２
０
０

５
）
の
作
品
計
３８
点
を
展

示
し
て
い
る
。

　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。
火
曜
休
館
。
入
館
料

２
０
０
円
（
小
・
中
学
生

１
０
０
円
）。
☎
４２
・
０

５
２
０
。（
写
真
は
小
畑

勉
な
ど
郷
土
ゆ
か
り
の
３

人
の
作
品
が
並
ぶ
特
集
展

示
）

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医

赤
穂
ゆ
か
り
の
画
家
展

版
画
の
小
畑
勉
な
ど

田
淵
記
念
館
で
２８
日
ま
で

富
原
地
区
の
水
害
防
止
へ

排
水
ポ
ン
プ
車
導
入

毎
分
３０
㌧
最
長
２
日
稼
働
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